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◆
講
座・教
室・催
し
物
ガ
イ
ド

１
月
の
歴
史
講
座

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

　

１
月
６
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

【
古
文
書
講
座
】

　

１
月
13
日
（
土
）
10
時
〜

【
古
典
か
な
講
座
】

　

１
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
〜

【
み
や
こ
学
講
座
】

　

１
月
27
日
（
土
）
10
時
〜

※

日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

見
学
会
等
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
（
通
称
「
れ
き

は
く
」
・
大
分
県
宇
佐
市
）
は
、
「
豊
の

国
お
お
い
た
」
の
歴
史
と
文
化
の
魅
力
を
、

文
字
通
り
豊
か
な
歴
史
遺
産
を
通
じ
て
私

た
ち
に
届
け
て
く
れ
る
「
大
分
の
宝
箱
」

で
す
。

　

と
り
わ
け
宇
佐
周
辺
（
豊
前
地
方
南

部
）
に
花
開
い
た
仏
教
文
化
を
、
古
代
か

ら
現
代
に
至
る
ま
で
分
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
身
は
私
た
ち
京
都

平
野
（
豊
前
地
方
北
部
）
の
文
化
と
よ
く

似
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
「
こ
こ
は
京

都
と
違
う
な
ぁ
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
、

豊
前
地
方
の
南
と
北
は
「
よ
く
似
て
非
な

る
お
と
な
り
さ
ん
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
豊
前
地
方
の
南
北
の
文
化
の
違

い
を
、
れ
き
は
く
が
所
蔵
す
る
精
巧
な
複

製
資
料
を
通
じ
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

「
出
張
展
示 

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
in
み

や
こ
！
」
が
当
館
に
や
っ
て
き
ま
す
！

◆
博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

主
な
展
示
資
料

・
三
角
縁
神
獣
鏡
（
宇
佐
市
赤
塚
古
墳
出
土
）

・
中
細
型
銅
剣
（
大
分
市
浜
遺
跡
出
土
）

・
銅
板
法
華
経
（
豊
後
高
田
市
長
安
寺
）

・
荒
鬼
面
（
国
東
市
千
灯
寺
）

・
こ
て
絵
（
宇
佐
市
安
心
院
町
）

複
製
と
は
い
え
、
迫
力
は
本
物
と
見
ま

が
う
ば
か
り
。
当
館
で
行
わ
れ
る
ケ
ー

ス
内
展
示
は
、
れ
き
は
く
よ
り
も
目
近

で
迫
真
の
観
察
が
可
能
で
す
。

　

観
覧
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

み
や
こ
町
文
化
財
防
火
点
検
式

　
第
70
回
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、

重
要
文
化
財
・永
沼
家
住
宅
で
防
火
設

備
の
点
検
放
水
等
を
行
い
ま
す
。

　
見
学
自
由
で
申
込
等
は
不
要
で
す
。お

気
軽
に
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
！

○
日
時
：
１
月
26
日（
金
）  

10
〜
11
時

○
場
所
：同
住
宅（
犀
川
帆
柱
地
内
）

○
備
考
：荒
天
時
な
ど
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。問
合
せ
は
博
物
館

(

☎
３
３-

４
６
６
６)

へ

▲当日は好天に恵まれ恰好のすす払い日和 終了後にお寺様
から来年の干支・辰（龍）の開運切絵護符を頂きました

▲九州における曹洞宗の本山とされる泉福寺 寺内立入り
を前に喝！を入れるべく参加者全員で記念撮影!!

▲長安寺銅板法華経（複製/部分拡大）▲上：大分県立歴史博物館／下：出張展示チラシ

▲防火点検式での点検放水（写真は平成29年度のもの）

令
和
５
年
度 

出
張
展
示

ー 

お
と
な
り
県
か
ら「
お
お
い
た
の
宝
」た
ち
が
、み
や
こ
町
へ
や
っ
て
来
る
!! 

ー

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
in
み
や
こ
！
開
催

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
in
み
や
こ
！
開
催

会
期
：
１
月
13
日（
土
）〜
３
月
17
日（
日
）　
場
所
：
館
内
ホ
ー
ル

会
期
：
１
月
13
日（
土
）〜
３
月
17
日（
日
）　
場
所
：
館
内
ホ
ー
ル

11・12月の業務日誌から

観
覧
無
料
！

　12月2日（土）、国分寺跡公園で友の会恒例の
三重塔すす払いが行われました。
　今年は過去最多の47人が参加、塔内外はもち
ろん、公園内各所の清掃やゴミ拾いをして、迎春
準備が素早く整いました。

　11月23日（木）、友の会と合同で秋の文化財研
修を行いました。
　訪問地は大分県国東市で、秋晴れの中、曹洞宗
の古刹・泉福寺や弥生のムラ安国寺集落遺跡公園、
三浦梅園資料館などを見学しました。

み
や

こ
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み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝

「
豊
の
国
」の
お
餅
文
化 163

臼と杵による餅つきの様子

「
お
年
玉
」
の
ル
ー
ツ
は
「
お
餅
」
？

　
新
年
を
迎
え
た
子
供
た
ち
の
楽
し
み

の
ひ
と
つ
に
「
お
年
玉
」
が
あ
り
ま
す
。

近
年
は
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
」
も
進

む
お
年
玉
で
す
が
、本
来
「
御
歳
魂
」
と

表
記
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
御
歳
魂
は

正
月
に
歳
神
（
年
神
）
を
迎
え
る
た
め

に
お
供
え
さ
れ
た
鏡
餅
を
意
味
し
ま
す
。

こ
の
鏡
餅
は
魂
を
表
す
神
器「
神
鏡
」を

模
し
た
餅
で
、
年
神
様
の
依
代
（
神
霊

が
依
り
憑
く
対
象
物
）
と
な
り
、
年
神

様
の
「
御
魂
」（
み
た
ま
）
が
宿
り
ま
す
。

こ
の
年
神
様
の
御
魂
が
宿
っ
た
餅
が
、

そ
の
年
の
魂
「
年
魂
」
で
あ
り
、

こ
れ
を
家
の
主
が
家
族
に
「
御

年
魂
」
と
し
て
分
け
与
え
た
こ

と
が
、
そ
の
由
来
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
「
年
魂
」
を
体
内

に
取
り
込
む
た
め
の
料
理
が
「
お

雑
煮
」
で
す
。
年
の
初
め
に
年
神
様
か

ら
１
年
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
魂

（
生
命
力
）
を
授
か
り
、
こ
れ
を
家
族

に
分
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
の
一

年
の
健
康
を
願
う
思
い
が
込
め
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
は

古
来
よ
り
餅
は
「
魂
」
を
象
徴
す
る
食

品
で
あ
り
、
ま
た
、
餅
そ
の
も
の
に
神

聖
な
力
が
宿
る
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

年
始
行
事
に
は
欠
か
せ
な
い
「
儀
礼

食
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
独
自
の「
餅
文
化
」の

ル
ー
ツ
を
辿
っ
て
み
る
と
、
意
外
に
も

「
豊
前
」
と
い
う
地
名
や
「
み
や

こ
町
」
の
町
名
の
由
来
と
な
っ
た

一
連
の
説
話
と
の
関
連
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
こ
の
町

が
舞
台
と
な
っ
た
日
本
最
古
の

「
餅
の
記
録
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
前
・
豊
後
の
成
立
に
つ
い
て

　

餅
の
語
源
に
つ
い
て
は
様
々
な

説
が
み
ら
れ
ま
す
が
、「
長
持
ち

す
る
飯
（
も
ち
い
い
）」
が
そ
の

語
源
と
み
ら
れ
ま
す
。
今
か
ら
約

１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代
、
福

岡
県
東
部
か
ら
大
分
県
一
帯
は
、

「
豊
国
」
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
北

九
州
市
か
ら
大
分
県
宇
佐
市
ま
で

の
行
政
区
を
「
豊
前
国
」、
こ
れ

以
外
の
大
分
県
域
を
「
豊
後
国
」
と
よ

び
ま
し
た
。「
豊
前
国
府
」
は
現
在
の

県
庁
の
よ
う
に
豊
前
国
の
行
政
機
能
の

中
核
を
担
っ
た
施
設
で
、
み
や
こ
町
国

作
に
そ
の
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
奈
良
時
代
に
日
本
各
地
の
文
化
や

地
勢
等
を
当
時
の
国
ご
と
に
記
録
・
編

纂
し
て
、
天
皇
に
献
上
し
た
報
告
書
が

「
風
土
記
」
で
す
。
現
在
の
大
分
県
域

を
対
象
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
『
豊

後
国
風
土
記
』
で
天
平
５
年
（
７
３
３
）

に
完
成
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
中
に
は
「
豊
国
」
の
由
来
に
つ
い
て
、

み
や
こ
町
の
豊
津
地
域
が
舞
台
と
な
っ

た
非
常
に
興
味
深
い
次
の
よ
う
な
記
載

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

豊
前
の
「
餅
」
に
ま
つ
わ
る
伝
承

　

そ
の
昔
、
景
行
天
皇
が
九
州
巡
幸
の

た
め
豊
前
の
地
を
訪
れ
ま
す
。
こ
の
と

き
天
皇
の
命
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
を
治

め
て
い
た
菟
名
手
と
い
う
人
物
が
仲
津

郡
の
中
臣
村
（
推
定
地
は
現
在
の
み
や

こ
町
田
中
周
辺
地
域
）
に
滞
在
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
白
鳥
が
飛
ん
で
来
て
餅
と

な
り
、
そ
の
後
、
幾
千
も
の
里
芋
に
な

り
ま
し
た
。
菟
名
手
が
こ
の
芋
を
天
皇

に
献
じ
た
と
こ
ろ
、
天
皇
は
喜
び
、
こ

の
地
を
「
豊
国
」
と
名
付
け
る
よ
う
に

命
じ
、
菟
名
手
に
は
「
豊
国
直
」
と
い

う
姓
を
与
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
、
現
在
ま
で
引
き
継
が

れ
て
い
る
餅
に
対
す
る
日
本
人
の
精
神

文
化
を
表
現
し
た
重
要
な
語
句
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・「
白
鳥
」
は
白
い
餅
に
宿
る
穀
物
神

を
表
現
し
た
も
の
で
、
餅
が
「
神
聖
な

食
物
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
例
え

と
み
ら
れ
ま
す
。

・「
里
芋
」
は
、
餅
に
代
わ
る
食
物
を

表
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
現
在

で
も
「
餅
な
し
正
月
」
の
習
慣
が
残
る

地
域
で
は
、
餅
の
よ
う
に
粘
り
気
を
も

つ
里
芋
を
餅
の
代
わ
り
に
儀
礼
食
と
す

る
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
み
や
こ
町
が
舞
台
と

な
っ
た
こ
の
説
話
に
は
餅
に
対
す
る
重

要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
町
の
名
称
「
み
や
こ
」
が
は
じ

め
て
文
献
に
登
場
す
る
の
が
、
こ
の
景

行
天
皇
に
関
わ
る
一
連
の
説
話
に
あ
る

「
天
皇
、
遂
に
筑
紫
に
幸
し
て
豊
前
國

の
長
峡
縣
に
到
り
て
行
宮
を
興
て
て
居

し
ま
す
。
故
、
其
の
處
を
號
け
て
京
と

曰
ふ
。」
と
い
う
記
載
で
、
こ
の
中
で

は
「
京
」
の
字
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
景
行
天
皇
は
豊
後
方
面
に

向
か
い
ま
す
が
、
現
在
の
大
分
市
付
近

を
通
っ
た
際
、「
な
ん
と
大
き
な
田
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
か
！
こ
の
地
を
碩

田
（「
大
き
い
田
」
の
意
味
）
国
と
名

付
け
る
べ
し
。」
と
述
べ
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
が
「
大
分
県
」
の
名

称
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
後
の
「
餅
」
に
ま
つ
わ
る
伝
承

　

同
じ
『
豊
後
国
風
土
記
』
の
中
に
は

餅
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
説
話
を
み

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
豊
後
の
玖
珠
郡
に
住
む
長

者
が
酒
宴
で
餅
を
作
り
、
そ
の
餅
を
的

に
し
て
弓
を
射
た
と
こ
ろ
、
餅
は
白
鳥

と
な
っ
て
飛
び
去
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

米
を
粗
末
に
扱
っ
た
長
者
の
田
畑
は
荒

廃
し
、
家
は
没
落
し
ま
し
た
。

　

こ
の
記
述
も
豊
前
と
同
様
に
白
鳥
が

「
餅
の
化
身
」と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

餅
が
神
聖
視
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

ま
た
「
的
」
に
な
っ
た
餅
は
「
丸
餅
」
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
現
在
、
岐
阜

県
を
境
に
西
日
本
は
丸
餅
、
東
日
本
は

角
餅
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
雑
煮
餅
の

形
に
関
わ
る
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

「
豊
国
の
京
都
」

　

菟
名
手
に
与
え
ら
れ
た「
豊
国
直
」と

い
う
姓
は
、
こ
の
当
時
、
政
権
の
中
枢

を
担
っ
て
い
た
大
和
王
権
が
特
に
重
要

な
地
域
と
し
て
認
め
た
、
こ
の
地
域
の

氏
族
へ
特
別
に
授
与
し
た
姓
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
特
に
み
や
こ
町
や
そ
の
周

辺
地
域
は
、
景
行
天
皇
が
最
初
に
九
州

に
上
陸
し
た
場
所
と
み
ら
れ
、こ
の「
京

都
」
か
ら
九
州
各
地
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
文
献
や
こ
の
町
に
み
ら
れ
る
天

皇
の
陵
墓
に
匹
敵
す
る
古
墳
の
調
査
結

果
な
ど
か
ら
「
当
時
の
豊
国
の
中
心
は

豊
前
と
み
ら
れ
、
中
で
も
、
み
や
こ
町

は
そ
の
中
核
と
な
る
重
要
な
場
所
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
い
う
研
究

者
の
見
解
も
み
ら
れ
ま
す
。「
豊
国
の

京
都
」（
豊
か
な
国
の
中
心
と
な
る
町
）

と
い
う
他
に
は
み
ら
れ
な
い
、
歴
史
や

由
緒
あ
る
町
の
名
称
を
、
こ
れ
か
ら
も

大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

（
井
上
信
隆
）

お　
と
し
だ
ま

と
し
か
み

よ
り
し
ろ

つ

と
し
だ
ま
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